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各位 

日本生徒指導学会関西地区研究会  会長 新井 肇  

 

日本生徒指導学会関西地区研究会第１７回大会のご案内 

 

夏至の候、皆様方にはますますご清祥のこととお喜び申し上げます。  

さて、日本生徒指導学会関西地区研究会第 1７回大会を、下記の要領にて開催することになりました。  

つきましては、多くの方々のご参加をお待ちしております。  

 

大会テーマ 

関西発！元気の出る生徒指導 

～発達支持的生徒指導の実現にむけて 私たちができること～ 

 
主催  日本生徒指導学会関西地区研究会  

共催  日本生徒指導学会 

後援  （申請中）文部科学省 三重県教育委員会 滋賀県教育委員会 京都府教育委員会    

大阪府教育委員会  兵庫県教育委員会  奈良県教育委員会  和歌山県教育委員会  

京都市教育委員会 大阪市教育委員会  堺市教育委員会  神戸市教育委員会  

期日  令和６年８月３日（土） 10:00～16:30 

会場  奈良県立教育研究所（所在地：奈良県磯城郡田原本町秦庄 22－1） 

 

日程概要 

9:30 10:00       12:30  13:00 13:20   14:20 14:35      16:30 17:45     19:45 

受付  全体会  昼休  総会  自由発表  移動  分科会  移動  情報交換会  

※昼食は各自ご用意ください。会場周辺に飲食店・コンビニ等ございません。  

研究会参加費 

＊ 会 員 無料    ＊ 非会員（当日参加）一般 2,000 円 学生 1,000 円 

＊ 情報交換会費 5,000 円（予定） 

※研究会参加費（非会員のみ）・情報交換会費は、大会受付にてお支払いください。  

なお、大会当日も研究会入会を受け付けております。  
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○ 全体会                            10:00～12:30 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 自由発表                             13:20～14:20 

   発表希望者を募り生徒指導に関連した研究や実践報告の口頭発表を行い

ます。会員の皆様に開かれたセクションです。奮ってご応募ください。詳

細はホームページ掲載の自由発表要項をご確認ください。  

申込み方法 

研究会ホームページ  

（https://jagc-kansai.net/operation/20240803/presentation.html）のフォームか

ら申し込むか、発表申込書をダウンロードの上、E-mail、郵送にて申込みください。  

                           締切日  令和６年７月５日（金）  

○ 分科会（研修会/実践発表・報告）              14:35～16:30  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 第 1 分科会  「ひょうご不登校対策プロジェクト～学校・地域・支援関係機関  

・教育行政が相互に連携した総合的な支援～」  

（発表者）  
兵庫県教育委員会事務局義務教育課小中学校生徒指導班  
主任指導主事兼主幹 酒井 亮  
主任指導主事     藤本 晋平  
 

（内容）  
  学校に対する不登校支援として校内サポートチーム（校内教育支援センター）におけ
る個に応じた支援を行う支援員配置の市町への支援。地域との連携強化として大学と連
携した学生の人材バンクの導入。関係機関との連携強化として民間施設と連携した不登
校児童生徒の保護者が相談できる「不登校相談会」の実施など、全県が一丸となって、
不登校児童生徒支援を推進する体制を構築し、不登校対策に総合的に取り組む。   

講演とシンポジウム  

テーマ「発達支持的生徒指導の具体化に向けて」  

・基調講演    関西外国語大学教授            新井 肇  氏   

       （日本生徒指導学会副会長、日本生徒指導学会関西地区研究会会長）  

・シンポジウム  

  話題提供者  

  ・国の取組 国立教育政策研究所生徒指導・進路指導研究センター総括研究官  

                                             髙橋 典久 氏   

  ・市町村教育委員会の取組   摂津市教育委員会 学校教育課指導主事  

                                                          馬田 健太 氏  

  ・学校の取組              明石市立大久保北中学校   角野  美奈子 氏  

明石市立魚住東中学校      田中  秀輝 氏  

 

ファシリテーター  池坊短期大学学長              桶谷 守 氏   

     （日本生徒指導学会全国理事、日本生徒指導学会関西地区研究会福会長）  

（内容）  

 『生徒指導提要（改訂版）』が目指す生徒指導の方向性を実践に落とし込むために 

は、「させる生徒指導から支える生徒指導へ」と教職員の生徒指導観の転換を図り、  

全校体制で生徒指導の基盤となる「発達支持的生徒指導」を日常の教育活動のなかで  

具体化することが求められます。そこで本シンポジウムでは、「発達支持的生徒指導」 

の意味するところをあらためて共通理解したうえで、国レベルの取組として、国立教  

育政策研究所が進める「魅力ある学校づくり」について、市町村教育委員会レベルで  

の取組として、大阪府摂津市教育委員会の「こどもが自治する学級・学校づくり」に  

ついて、学校レベルの取組として、兵庫県明石市立魚住東中学校の「生徒指導と学習  

指導の一体化」について話題提供し、参加者との議論を通して、これからの生徒指導  

のあり方について理論と実践の両面から検討したいと考えています。 

 

                                                               

                                                                                                                                                                                                                                                                     

https://jagc-kansai.net/operation/20240803/presentation.html
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○ 情報交換会（懇親会）                      17:45～19:45 

  ご登壇いただいた講師にもご参加いただく予定です。大会会場でできなかった質問をするな

ど、新しい情報を収集できる交流の場ですので、ぜひご参加ください。  

 

 

 第２分科会  「滋賀の不登校対策のこれまでとこれから   
～教育と福祉の連携による施策構築～」  

（発表者）  
滋賀県教育委員会事務局幼小中教育課児童生徒室  

   主  査  田中  哲郎  
   指導主事  永元  良典  
  滋賀県子ども若者部子どもの育ち学び支援課  
   参  事  清水  仁  
 
（内容）  

不登校は単に増加しているだけでなく、学校内外の機関で専門的な相談等を受けてい  
ない児童生徒が一定数いる状況。この状況に対しどのように対策を進めるべきか。これ
までの取組を紹介しながら、滋賀県が進めてきた教育と福祉の連携による施策構築と今
後についてお伝えする。  

 第 3 分科会  「三重の不登校支援  
                      ～誰ひとり取り残されない社会の実現に向けて～」  
（発表者）  
  三重県教育委員会事務局  生徒指導課 不登校支援班  
 
（内容）  
  三重県教育委員会では、重層的な支援体制を構築することで誰もが安心できる環境を
つくり、誰ひとり取り残されない社会の実現に向けた挑戦をしています！  

 

第 4 分科会「【スクールワイド PBS を活用した学校づくり】から  

生徒指導のこれからのあり方を考える」 

（発表者）  

大阪市教育委員会事務局指導部 教育活動支援担当生活指導グループ  

総括指導主事  堀川 直樹 

大阪市立井高野中学校   

教頭 谷川 雄一  
 
（内 容）  

こどもたちの「荒れ」に対して、毅然とした姿勢を持って臨んだ結果、一定の落ち着
きを取り戻した井高野中学校。しかし、卒業後の進路において挫折する多くの姿を知っ
たことから、指導法を見直し、たどり着いた PBS。現在の学校、また生徒の様子はどう
なっているのか。その７年間の実践報告が、今後の生徒指導の在り方を考える 1 つのき
っかけとなれば幸いです。  

 第５分科会「大阪府発！魅力ある学校づくりに向けて  

～チーム学校による発達支持的生徒指導の取組み～ 」 

（発表者）  

 大阪府教育庁 市町村教育室 小中学校課 生徒指導グループ  

首席指導主事  中野 悟志 

     指導主事 家村 憲治  
 
（内容）  
  大阪府では、子どもたちが安心・安全に通うことのできる魅力ある学校づくりをめざ  
し、発達支持的な取組みを推進しているところ。授業を始めとする教育活動全体で取組  
みを進めること、その際、取組みの基盤を成す教職員の同僚性を育むことをポイントと  
して、明日から取り入れられる具体的な実践や工夫についてお伝えする。  
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大会参加申込み方法                  

研究会ホームページ（http://jagc-kansai.net/）から専用フォームにて  

お申し込みください。ホームページから申込みできない場合は、参加申込書を

添付していただくか、必要事項を記入のうえ、以下のＥ－ｍａｉｌアドレス

（seitoshidoukansai@gmail.com）に送付してください。   

締切日  令和６年  ７月１９日（金）  

 

日本生徒指導学会関西地区研究会 第１７回大会 参加申込書 コピーしてご利用ください 

氏名 
 

職名 
 

勤務先 
 

勤務先住所  
〒 

 

TEL 
 

FAX 
 

E-mail  

会員の種別

※  

（   ）会員  

（   ）非会員 
情報交換会

参加※ 

（   ）参加希望する 

（   ）参加希望しない 

希望分科会 第 1 希望 第（   ）分科会  第 2 希望 第（   ）分科会  

※（   ）は、該当するものに○をつけてください。  

注）会場の広さが限られているため、希望分科会にご参加いただけない場合があります。第 2 希望までご記入ください。           

 

大会会場アクセス  奈良県立教育研究所（〒636-0343 奈良県磯城郡田原本町秦庄 22－1）  

 

 

大会事務局・連絡先    日本生徒指導学会関西地区研究会   

日本生徒指導学会関西地区研究会事務局  

〒577-8502  大阪府東大阪市小若江 3-4-1 

E-mail：seitoshidoukansai@gmail.com   URL: http://jagc-kansai.net/ 

■近鉄「笠縫」駅から 徒歩 7 分 

 

http://jagc-kansai.net/
mailto:seitoshidoukansai@gmail.com
mailto:seitoshidoukansai@gmail.com
http://jagc-kansai.net/

